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＜連絡事項＞

· 12/30、17：20よりユーティリティーにて納会あり。出席可能なスタッフは必ず出席すること。

＜外来より＞

· 鈴木　恵美子様～ナパゲルン軟膏2本処方されている。1/19に採血予定。

· 中居　松男様～主治医へ「12/31～1/2まで実家へ外泊する」と表情良く話されている。

· 平　康子様～頭痛の訴えあり、カロナール6日分処方されている。

· 前野　義勝様～「ナイトケアへは今日まで通い、年末や正月はゆっくり過ごす」と話されている。

· 中居　美津子様～「ナイトケアへは今日まで通い、明日は年末のため休む」とのこと。実家へ電話

し正月にどうすればよいか聞いたところ、「正月は実家へ帰って来なくてもよい」と言われたとの事。

· 長瀬　紘一郎様～「12/31～1/2まで実家へ外泊する」と話されている。

· 鹿原　博夫様～「今年は今日までナイトケアを利用します。」と話されている。

· 巴　勇樹様～今日までデイへ行き正月は実家へ帰るとのこと。

＜利用者様情報と検討＞

· 関　秀治様～明日より1/5まで外泊予定とのこと。本日、井畑様に対し「実家に帰ったら、電話するから」と話されている。最近の2人の様子については徐々に距離が近くなり、プログラム、余暇時間を一緒に過ごす事が増えている。関様は前回の青山荘無断外出の件があり、冷静な行動がとれなくなる可能性が考えられる。今後男性スタッフから関様へ、井畑様との交際についてどのように考えているのかを伺い、交際に伴う病状変化の可能性や、デイケアの利用目的の再確認を行っていく。また関係機関への情報提供、連携を密に行っていく。

· 溝越　キク様～本人様の服薬の必要性の理解が乏しい為、現在、デイケア、訪問看護、青明舎で連携をとり、服薬支援を行っている。年末から正月にかけての対応としては青明舎と連携をとり本人宅へ訪問し、服薬や血圧の確認を行っていく予定である。明日本人様デイケアへ来所予定の為、年末や正月の予定を伺い、訪問についての説明をする予定である。

· 赤坂　順市様～父方の祖母がなくなった為、現在実家へ帰省中である。昨日本人様より電話連絡あり「このまま実家で年を越し、4日よりデイケアを利用する予定です。」と話されている。

· 畑　正雄様～食事後、多量の水を摂取しようとされるため、スタッフより声掛けをしている。

今後も様子観察していく。

· 佐藤　ミツ子様～昨日青風荘での生活習慣病プログラムの際「書き物が出来ない、分からない」と話され、無断でデイナイトケアに戻られている。夕食移動時には集合場所に居なく、周辺を探すと「今日、青風荘の勉強会の時、嫌な事があったから福地の家まで帰ろうと思った」と話される。夕食の摂取量も普段より少ない。今後は本人様から生活習慣病プログラムの話があれば受容して傾聴していく。また、本人様の「福地の家に帰りたい」気持ちは家族から外泊の連絡がなく気にされていると青風荘より情報提供あり。デイナイトケアで本人様の様子観察を行っていく。

· 佐藤　朗子様～昨日の面談時に「3月から就職活動をしようと考えている。」と話される。スタッフより、就職活動をするには今よりさらに対人技術や体力などをつけていく必要があるため、焦らないようにと説明している。

今後の方針について1/5の2：30より、本人を交え青明舎スタッフとデイケア就労スタッフとで面談を行い、生活状況の振り返りと今後の方向性について話し合っていく予定である。

